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田
中
訥
言

「
日
月
図
屏

風
」
＝
名
古
屋
市
博
物
館

横
幅
７
研
を
超
え
る
六
油
卜
双

の
金
び
ょ
う
ぶ
。
全
面
に
金
箔
を

貼

っ
た
そ
の
上
に
、
右
隻
に
は
夏

の
荒
海
に
昇
る
金
の
日
輪
、
左
隻

に
は
雪
が
積
も

っ
た
川
の
上
空
に

輝
く
銀
の
残
月
。
ほ
か
に
は
何
も

描
か
れ
て
い
な
い
。

今
の
愛
知
県
清
須
市
に
生
ま
れ

京
都
で
名
を
妨
ガ
た
江
炉
犠
湖
抑

絵
師
、
日
中
訥
言
の

「
日
月
図
屏

疇
」
だ
。

「金
銀
を
使
う
装
飾
的

技
法
を
研
究
し
て
い
た
訥
言
の
最

終
的
な
到
達
点
」
と
さ
れ
る
。
か

つ
て
は
二
重
県
桑
名
市
の
素
封
家

が
所
有
し
、
１
８
８
０
年
に
明
治

天
皇
が
二
重
に
行
幸
し
た
際
、
休

憩
所
を
飾

っ
た
。

訥
言
は
命
が
け
で
絵
を
描
い
た

頑
固
な
人
だ

っ
た
。
失
明
し
た
門

人
を
絵
筆
が
持
て
な
く
な

っ
た
ら

生
き
る
価
値
な
し
と
な
じ

っ
た
。

訥
言
に
も
眼
病
が
あ

っ
た
。
失
明

を
予
感
し
つ
つ

「
日
月
図
屏
風
」

や

「百
花
百
草
図
屏
風
」

（重
要

文
化
財

・
徳
川
美
術
館
蔵
）
を
描

い
た
の
は
５０
歳
前
後
。
や
が
て
失

明
し
た
訥
言
を
く
だ
ん
の
弟
子
が

訪
れ
、
さ
あ
先
生
ど
う
す
る
と
迫

る
と
、
訥
言
は
す
で
に
死
ぬ
決
意

を
固
め
断
食
し
て
い
た
と
い
う
。

～

失
明
予
感

到
達
点
の
大
作

田中訥言の「日月図屏風」

訥
言
と
同
時
期
の
人
に
本
居
春

庭
が
い
る
。
父
の
宣
長
を
継
い
で

日
本
語
を
研
究
し
た
春
庭
は
、
失

明
後
、
国
語
研
究
史
に
残
る
文
法

書
を
完
成
さ
せ
た
。　
一
方
の
訥
言

は
古
来
の
日
本
画
を
復
活
さ
せ
て

名
前
を
残
し
た
が
、
絵
が
描
け
な

く
な

っ
た
た
め
に
自
殺
し
た
。

当
時
有
数
の
眼
科
病
院
だ

っ
た

尾
張
の
馬
島
明
眼
院
で
何
度
か
治

療
を
受
け
た
春
庭
と
、
し
ば
し
ば

里
帰
り
し
て
い
た
訥
言
に
接
点
は

な
か

っ
た
の
か
。
研
究
者
が
調
べ

た
が
、
訥
言
の
治
療
は
確
認
で
き

な
か

っ
た
と
い
う
。

「
日
月
図
屏
風
」
の
公
開
は
名

古
屋
市
博
物
館
の
常
設
展

「尾
張

の
歴
史
」
で
２０
日
ま
で
。

（佐
藤
雄
二
）


